
 

瑞牆山のクライミング その 2、その 3 堀江 誠克 

■山行年月日：2022 年 10 月 23～24 日 

■メンバー：堀江誠克 大橋哲也（非会

員）  

      

ここ数年のクライミング界ではトラ

ッドクライミング、中でもワイドクラッ

クに注目が集まっている。10 代後半か

ら本格的にクライミングを始めたころ、

フリークライングと言えばクラックク

ライミングだったし、その後、ビッグウ

ォールを目指していたヨセミテ修行時

代も、ルートのキーポイントになるとこ

ろには必ずワイドクラックがあった。サ

ラテウォールのホーロウフレークしか

り、ノーズのテキサスフレークしかり、

センチネル、スティック・サラテのザ・

ナローズしかり。だから、懐かしさとと

もにワイドに注目が集まっている状況

が嬉しくもある。穂高や剣、一ノ倉沢か

ら完全にクライミングの中心地が小川

山、瑞牆山、二子山などに移っている現

在、自分もご多分に漏れず瑞牆通いをし

ている。瑞牆のワイドと言えば、不動沢。 

 今回は数ある不動沢のワイドルー

トの中でも、必ず登っておきたい「牛乳

瓶クラック」を登り、翌日はしじま谷の

☆付チムニールートの「トラベルチャン

ス」にトライした。「牛乳瓶クラック」

はオンサイトを逃し、2 便目で RP した

が、このルートはフォローが必要で、一

緒に行ったパートナーの大橋さんは 2

回ともフォローしてくれた。しかも大橋

さんはすでに牛乳瓶クラックは RP して

いるにもかかわらずだ。本当に感謝、感

謝である。「トラベルチャンス」はグレ

ードこそ、5.10aだが、ランナウトの耐

えながらかぶったチムニーを登ってい

くルートで一

筋縄でないか

ない。オンサ

イト狙いで取

付 い た も の

の 、 た っ た

20m ほどのル

ートに 1 時間

半に粘って結

局出口でフォ

ール。残念な

結 果 と な っ

た。 

■山行年月日：2022 年 11 月 16～17 日 

■メンバー：堀江誠克、佐藤有（非会員） 

 

16 日 春うらら 1p目 

  

懇意にさせてもらっている大先輩と

瑞牆。瑞牆といえば、春うららである。 

十一岩の末端壁にあるこの 2p のルート

は日本のクラッククライミングの古典。

今でこそグレード的には 1p目 5.11ｂ、

2p 目 5.12a と決して難易度が高いとは

いえないものの、その質の高さ、歴史的

な意味を考えるとクラッククライマー

なら外せない 1本なのである。 



 

 2年前に一度トップロープで触ったこ

とがあるが、本格的にトライしたことは

なかった。そう簡単に登れるルートでは

ないから、今回もとりあえず終了点にた

どり着くことを目標に取り付いてみる。 

まずは、調和の幻想 1p目 5.9、25mで

ウォームアップする。晴れてはいるが、

日が差しておらず、寒い。岩もキンキン

に冷えており、すぐに指先の感覚がなく

なる。調和の幻想ルートは 5p あり、ど

のピッチもすっきりとして瑞牆山らし

いクライミングができる☆付きルート

だ。何度も登っているが、いつも朝イチ

なので、動きがぎこちない。すべてナチ

ュプロなので、充実する。終了点につい

てクイックドロー2本でトップロープを

張る。下りながら回収し、先輩と交代。

先輩もノーテンションで登り切った。 

春うらら 1p 目。取付きからすでにか

ぶっており、スモールカムがようやく一

つ決められる。出だしのムーブ的にはフ

ェイス登りであり、ボルダー的な強度が

求められる。ここは 5.11aと言われてい

る。ハンドサイズが決まる数ｍをこなす

とルートはカンテを左にまたぐように

なり、長いコーナーへ入っていく。この

切り返しが全体を通した核心部でチェ

ンジングコーナーと言われている。

5.11b のポイントだ。手前に＃3 を決め

てステミングしてフィンガーを決めて

いく。＃0.4を決めてテンション。何度

かムーブを探って体の向きを変えるこ

とができるようになった。数手先にガバ

があり、ここで核心は終了。想像より厳

しくはない。あとは長いコーナーをひた

すら登っていく持久力の世界。無事終了

点にたどり着き、トップロープをセット

する。休日には順番待ちのクライマーで

大人気のここ末端壁にも平日の今日は

誰もおらず、貸し切りだ。気兼ねなくト

ップロープで練習できる。思ったほど難

しく無かったので、次来た時には本気ト

ライしたい。となりのトワイライト

5.11cも最後にやってみるが、全く歯が

立たない。こちらは、また別格だった。 

十一面岩末端壁にて 

17日 山賊黄昏 79～カナトコルート 

 

昨日は気温も低く冷たい風が吹いて

いたので、末端壁だったが、今日は気温

も上がり、風も弱い予報。よってマルチ

を登りに行く。ルートは十一面岩のカナ

トコピークへ突き上げるライン。この周

辺はベルジュエールをはじめとして、す

ばらしいマルチピッチのルートが多数

ある。以前、左岩壁の下部をカナトコル

ート、上部を山賊黄昏 79 ルートからた



 

どったことがあるが、今回はその逆パタ

ーンでカナトコ岩のピークに立つライ

ンをとった。みずがき自然公園駐車場か

ら 2 時間ほどのアプローチで巨大な燕

ハングの左下へ。荷物をデポして取付き

の目印であるピナクルへ移動。 

1p目、ルート図を見る限り、ピナクル

左側のフェースを登るようになってい

る。きわどいフェースをトラバースして

カムを決め、リングボルトにクリップし

てハングを越えようとするが、どう考え

てもフリーでは無理。このピッチは 5.9

のはずだが、おかしい。いったんクライ

ムダウンしてピナクルまで戻る。別なガ

イドブックでもう一度見直してみると、

こちらではピナクルの裏側から取付く

ようになっている。あまり登られている

形跡はないが、裏側までロープを伸ば

す。こちらが、正規のラインのようであ

る。かつて一部エイドで登られていたラ

インらしく、リングボルトがところどこ

ろに打ってある。現代のフラットソール

のフリクションをもってすれば、大した

ことはない。右に左にスラブの弱点をみ

つけながら、上部のワイドセクション

へ。出口の OW も楽しめる爽快なピッチ

だった。フォローで大先輩を迎える。 

これより、山賊黄昏 79の 1p目終了点

まで水平トラバース。難しくはないが、

高度感がある。2p目、山賊黄昏 79の 2p

目を登り大テラスへ。ここも細いクラッ

クのレイバックや微妙なスラブの立ち

上がりがあって楽しい。快適に大テラス

へ。ここから山賊黄昏と分かれ、樹林帯

の中を 2p ほど進む。岩場につきあたっ

たら、左に進み、西側の稜線上にあるテ

ラスまで。6p 目は簡単なワイドクラッ

クから傾斜の緩いカンテ下を進む。おお

きなテラスでピッチを切る。7p目、いろ

んなラインが登られているようだが、一

番すっきりした頭上のジェードルをた

どり、短いワイドクラックへ。通常はこ

こでピッチを切るようだが、カナトコの

ピークはすぐ上なので、ボルトの打って

あるフェース、カンテにロープを伸ば

し、ピークの終了点へ。 

大先輩を迎え入れ、しばし狭いピーク

で眺めを楽しむ。大先輩が隠し持ってい

たパンを二人で分け合い、北岳、甲斐駒、

八ヶ岳、遠くには富士山と素晴らしい展

望を楽しむ。思っていたほど寒くなく風

も弱かったので助かった。 

 下りは一旦、山河微笑の終了点まで移

動し、山河微笑ルートを懸垂下降する。

今日は平日なので、人気ルートの山河微

笑を登ってくるパーティはなく、気兼ね

無く懸垂できる。5p の懸垂下降で取付

きへ。取付きでギアを整理し、温かい飲

み物と行動食を摂って、充実感に包まれ

ながら下山。 


